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1. はじめに

日本が「デザイン立国」と呼ばれるようになってから久しいが、その礎を築いた数多の日本人デ

ザイナ ー の中でも倉俣史朗ほど内外にその名を轟かす人物はいないだろう【図1］。 倉俣史朗は1934

年に東京・本郷に生まれ、東京都立工芸高校および桑沢デザイン研究所に学んだ後、東京・銀座の

三愛、次いで松屋に勤務、店舗のディスプレイや インテリア、什器のデザインの仕事に従事した。

1965年、30歳の時に独立、「クラマタデザイン事務所」を設立する。 以降、注文により商空間（店舗

内装）や住宅のインテリア、プロダクト（家具、照明器具、小物等）のデザインを手がけるほか、

自らの経費でプロダクトを自主的にデザインし、 展覧会等で発表した。 ミニマJレかっ虚構的な商空

間や、既成の物のイメ ー ジを覆すプロダクト ・ デザインは、人々に強烈な印象を残した。1965年の
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独立から1991年 2月の急逝まで倉俣が手が けたデザイン数は、現在確認されているものだけでも、

インテリアとディスプレイが412点、家具134 点、照明器具と小物が91点に上る。

このように倉俣のデザインはインテリアやディスプレイのような空間デザインの仕事が圧倒的に

多いのだが、21世紀の今日、彼の名を知らしめるのは家具や照明器具などのプロダクトの仕事によっ

てであろう。 これは無論、倉俣のプロダクト・デザインが通常のそれにはない斬新さを有するゆえ

のことだが、だからといって、彼の空間デザ
、

インが陳腐であったというわけではなし、。 倉俣のデザ

インは、それが空間であろうとプロダクトであろうと、さらには注文によるものであろうとなかろ

うと、そのほぼすべてが人々に新鮮な驚きを与えるものだった。 とりわけファ ッショ ン・デザイ

ナ 一 、三宅一生のブティックのために彼が手がけた多数のインテリアは、東京・渋谷の西武百貨店

B館1階にかつて在った 《ブティックIssey Miyake》(1987）の鳥かごのような店舗を初め、どれ

だけ当時の若者を刺激したか知れなし、。 だが、それらは商空間の常として3年程度で取り壊された

ため、その殆どは現存しない。 他方、プロダクトの作例は、 おもに受注により現在も製作されてい

るものがあるほか、内外の美術館に所蔵主れているものもあり、人の目に触れる機会が多い。 加え

て、 倉俣のプロダクトのいくつかは、デザイン史の概説書や雑誌のデザイン特集などでは必ずや採

り上げられる存在と化している。 こうして、 今や倉俣は斬新なプロダクト ・デザインを生み出した

人物として、とくに若い世代のデザイン愛好者のあいだでその名が認知されているといって良い。

そして、若者が好む倉俣のデザインのひとつに、肘掛椅子 《ミス・ブランチ》（1988）がある【図

2】。 倉俣が1988年に発表したこの椅子は、／jす掛椅子のかたちをした透明アクリルの塊に造花のパラ

が埋め込まれたデザインであり、デザインや建築を生業とする者ーから、小説家、 シンガ ー ソングラ

イタ 一、スポ ー ツ選手等、非デザイン分野の著名人、さらには 一般のデザイン愛好者に至るまで、

実に幅広い層の若者に支持されている。 彼らはいずれも倉俣の活動を直接体験し得なかった世代に

属するから、《ミス・ブラ

ンチ》については、書籍

や雑誌に掲載された図版

を通じて、あるいはこの

椅子を所蔵する内外の美

術館、もしくは1996年に

東京・原美術館で開催さ

れた倉俣の回顧展で実物

を目にして知った可能性

が大きい。 彼らは雑誌記

事やエッセイ、ブログな

どを通じて、 この椅子に

対する思いを各々語って

いる。

それらの内容は無論、
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だでも てはやされるようになったという。

そもそも《ミス ・ ブランチ》は数ある倉俣のプロダクト

の中でも特別に人気があったわけではなし、。 この椅子は1988

年12月の「東京デザイナ ー ズウィ ー ク」で最初に発表され

たが、 発表直後に《ミス ・ ブランチ》について批評した記

事は、 デザイナ ー の渡辺姫佐子が『FP別冊 商空間＆イ

ンテリア』1989年1月号に寄稿したもののみであった9） 。 ま

た、建築家の鈴木了二は『icon』1989年3月号の別冊付録

に掲載されたインタヴュ ー で、 わずかながら《ミス ・ ブラ

ンチ》に言及している 10）。 以降、1996年の回顧展までの約7

年間にいス・ブランチ》を本格的に採り上げた雑誌記事

は3本程度に過ぎない。

《ミス ・ ブランチ》に対する反応の鈍さについて、 筆者
が当時の関係者に理由を訊いたところ、多くの人々が、「こ 

の椅子をみて困惑したからだろうJと答えた。 すなわち、 

この椅子は発表当時、 きわめて斬新なデザインであると誰

もが感じ たが、 その斬新さをどう評価すべきなのかは分からなかったということらしし、。 いずれに 

せよ、 当の倉俣は日本で《ミス ・ ブランチ》に関する批評が行われないことにいたく失望し、 それ

ゆえ、 彼は、 翌1989年にパリでの個展を開催を決意したといわれる 11） 。

したがって、 以下に引用 する1996年以降に刊行されたコメン卜の書き手たちは、既存の批評に影

響を受けて ではなく、自らの手で《ミス ・ ブランチ》の魅力を発見した人々かもしれない。 それを

暗示するように、 こ れらのコメントは、 きわめて素直な感動と無垢の歓びにあふれている。 無論、 

《ミス ・ ブランチ》は雑誌や書籍の「名作椅子」の特集では必ずや採り上げられる作品であるから、

その種の解説が典型的に用いる「夢のような世界」「詩的」「光」とし、った言葉の影響は受けている

だろう。 ともあれ、 まずは、 実際のコメン卜をいくつか見てみたし、。

（グラフィックデザイナ ー ・ 平野敬子のコメン卜）

“Miss Blanche，， は、 外からの光を体内にとりこみ、 そして外に向けて光を放ちます。 それ

は崇高で、 神秘的な光（オ ー ラとでもよべばいいのか）に見えます。 極めて人工的な素材であ

りながら、 体調の損もりを感じさせ、 意志をもち、 思考し、 感情を有するように思えます12）。

9）渡辺姫佐子「倉俣史朗の小宇宙J rFP別HU 商空間＆インテリア』1989年1月号（no. 2〕、75頁参照。
10）鈴木了二「物質の『速度』」（インタヴュ ー）『1conJI 1989年3月号（vol. 16）別冊付録「素材と環境」42

頁参照。
11）「Shiro KuramataJ展、ノマ リ・イヴ・カストゥ ・ ギャルリ、1989年11月8日 30日。同展に出品された

《ミス ・ ブランチ》は、フランスの多数の新聞・雑誌で採り上げられ、批評された。
12）「倉俣史朗の見ていた未来」『デザインの現場』1996年6月号 （no. 82）、55頁。












